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・この一覧表は、病院・施設・在宅など、各所属の関係者が他施設の食形態等の情報をス
ムーズに把握することにより、所属間での継続した栄養管理の推進につなげることを目
的として作成しました。 

＜概要＞ 
・掲載内容は、「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類 2013(以降略称
「嚥下調整食学会分類 2013」)」に対応した各施設毎の情報(下記参照)としております。 

＊より多くの施設に掲載いただけるよう
｠

（※）の項目は可能な範囲で情報提供を依頼
 

 

・対象施設は、高齢者に限らず、食形態等の情報共有が必要と考えられる小児や障害を持
つ方等も含めた対象者に嚥下調整食を提供する施設としました。 
掲載可能な施設にお願いたところ、計 42施設にご協力いただくことができました。 

＜留意事項＞ 
・施設間で同じコードでも多少の違いがあること、また各施設で分類いただく際も「学会
分類」に極力近い食事を当てはめていると考えられることなどにご留意いただき、転院
時等、対象者のアセスメントを十分に行ったうえでご活用ください。 

＜今後について＞ 
・今回掲載いただけなかった施設の皆さまには、この一覧表の主旨をご理解いただくとと
もに、次回改定時にはぜひ情報提供にご協力ください。 

・山城北保健所のホームページでも共有できるよう、掲載可能な施設の情報を、令和 4年
6月頃を目処に掲載します。 

・掲載内容については、ご利用いただく皆さまのご意見を伺いながら、地域の食支援に関
わる多職種の皆さまにも活用いただけるよう、充実してまいります。 

 

山城北保健所管内嚥下調整食一覧表（やまきた嚥下食マップ）について 

 
 

 

 

 

・また、小児等については、今回は「学会分類 2013」という共通のツールを使用して掲載
いただきましたが、「発達期摂食嚥下障害児（者）のための嚥下調整食分類 2018」による 
共有も、今後検討していく予定です。 

コードに当てはめることに
より、転院時等、前施設で
提供されていた食種が、自
施設のどの食種に当てはま
るのかを把握することがで
きます。

より詳細な情報が必要な場
合に連絡できるよう、電話
番号も掲載しました。

 
掲 載 内 容   

① 施設名、所属部署名、電話番号   
② 食事の名称 

（各施設でつけられた食種名）   
③ 提供エネルギー量※ 

（各段階の 1日あたり）   
④ 形態（料理ごとの写真も例示※） 

・主菜副菜各 1皿 
・形態の違いがわかりやすい料理  

 
⑤ 食事の特徴 

（食材の大きさ（何㎝程度等）も記載※） 

 
  
⑥ 各段階の 1食分の食事内容を示した写真 

・主食主菜副菜の入った定食スタイル 
・形態の違いがわかりやすい料理  

｠

｠

 

 

 
・昨年 9月に改訂版の「嚥下調整食学会分類 2021」が公表されました。基本的な分類構造
は 2013と変わらず、解説本文・Q&Aの充実や他分類との互換性の修正、とろみの簡易
方法の追加等が行われています。 

・今後、各施設での嚥下調整食の検討や見直しをしていただく際の参考として、また日々
の業務の中でご活用いただけるよう、資料を掲載します。 

｠
＜嚥下調整食学会分類 2021早見表＞ 

○この早見表を使用する際は「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類
2021」本文を必ずご参照ください。 

 
○小児の嚥下障害には、日本摂食・嚥下リハ学会から以下の情報が出されています。 

発達期摂食嚥下障害児（者）のための嚥下調整食分類 2018 
https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/formuladiet_immaturestage2018.pdf 

 
 

 

※本表中の【 】表示は、本文中の該当箇所を指します。
※＊上記0tの「中間のとろみ・濃いとろみ」については、学会分類2021（とろみ）をご参照ください。
※本表に該当する食事において、汁物を含む水分には原則とろみを付ける。【I‐9頁】 
　ただし、個別に水分の嚥下評価を行ってとろみ付けが不要と判断された場合には、その原則は解除できる。
※他の分類との対応については、学会分類2021との整合性や相互の対応が完全に一致するわけではない。
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嚥下調整食

4
4

重度の症例に対する評価・訓練用
少量をすくってそのまま丸呑み可能
残留した場合にも吸引が容易
たんぱく質含有量が少ない

口腔外で既に適切な食塊状となってい
る（少量をすくってそのまま丸呑み可
能）送り込む際に多少意識して口蓋に
舌を押しつける必要がある
0jに比し表面のざらつきあり

重度の症例に対する評価・訓練用
少量ずつ飲むことを想定
ゼリー丸呑みで誤嚥したりゼリーが口
中で溶けてしまう場合
たんぱく質含有量が少ない

口腔内の簡単な操作で食塊状となるも
の（咽頭では残留，誤嚥をしにくいよ
うに配慮したもの）

舌と口蓋間で押しつぶしが可能なもの
押しつぶしや送り込みの口腔操作を要
し（あるいはそれらの機能を賦活
し），かつ誤嚥のリスク軽減に配慮が
なされているもの

誤嚥と窒息のリスクを配慮して素材と
調理方法を選んだもの
歯がなくても対応可能だが，上下の歯
槽提間で押しつぶすあるいはすりつぶ
すことが必要で舌と口蓋間で押しつぶ
すことは困難

かたさ・ばらけやすさ・貼りつ
きやすさなどのないもの
箸やスプーンで切れるやわらか
さ

形はあるが，押しつぶしが容
易，食塊形成や移送が容易, 咽
頭でばらけず嚥下しやすいよう
に配慮されたもの
多量の離水がない

ピューレ・ペースト・ミキサー
食などで，べたつかず，まとま
りやすいもので不均質なものも
含む
スプーンですくって食べること
が可能なもの

ピューレ・ペースト・ミキサー
食など，均質でなめらかで，べ
たつかず，まとまりやすいもの
スプーンですくって食べること
が可能なもの

均質で，付着性，凝集性，かた
さ，離水に配慮したゼリー・プ
リン・ムース状のもの

均質で，付着性・凝集性・かた
さに配慮したとろみ水（原則的
には，中間のとろみあるいは濃
いとろみ*のどちらかが適して
いる）

均質で，付着性・凝集性・かた
さに配慮したゼリー
離水が少なく，スライス状にす
くうことが可能なもの

お も ゆ ゼ リ
ー，ミキサー
粥のゼリーな
ど

（若干の送り
込み能力）

嚥下食ピラミッドL0
えん下困難者用食品許可基準Ⅰ

嚥下食ピラミッドL3の一部（と
ろみ水）

嚥下食ピラミッドL1・L2
えん下困難者用食品許可基準Ⅱ
UDF区分 かまなくてもよい（ゼ
リー状）（UDF：ユニバーサル
デザインフード）

嚥下食ピラミッドL3
えん下困難者用食品許可基準Ⅲ
UDF区分  かまなくてもよい

嚥下食ピラミッドL3
えん下困難者用食品許可基準Ⅲ
UDF区分  かまなくてもよい

嚥下食ピラミッドL4 
UDF区分　舌でつぶせる

嚥下食ピラミッドL4
UDF区分　舌でつぶせる、およ
びUDF区分　歯ぐきでつぶせ
る、およびUDF区分　容易にか
めるの一部

（若干の送り
込み能力）

粒がなく，付
着性の低いペ
ースト状のお
もゆや粥

や や 不 均 質
（粒がある）
でもやわらか
く，離水もな
く付着性も低
い粥類

離水に配慮し
た粥など

上下の歯槽提
間の押しつぶ
し能力以上

舌と口蓋間の
押しつぶし能
力以上

（下顎と舌の
運動による食
塊形成能力お
よび食塊保持
能力）

（下顎と舌の
運動による食
塊形成能力お
よび食塊保持
能力）

（若干の食塊
保持と送り込
み能力）

軟飯・全粥な
ど

【I―8項】 【I―10項】
必要な咀嚼能力

【I―7項】
他の分類との対応

嚥下調整食学会分類2021関係資料


